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小
文
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
都
市
商
工
業
者
と
政
治
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
史
研
究
に
お
い

て
は
、
都
市
商
工
業
者
の
政
治
的
役
割
を
正
面
か
ら
と
ら
え
た
研
究
は
少
な
い
。

　

戦
後
歴
史
学
の
中
で
、
早
く
か
ら
都
市
商
工
業
者
の
役
割
に
注
目
し
て
い
た
の
は
江
口
圭
一
氏
で
あ
る
（
１
）。

江
口
氏
は
、
社
会
運

動
の
担
い
手
と
し
て
商
工
業
者
に
着
目
し
、
営
業
税
反
対
運
動
な
ど
の
運
動
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
内
部
の
階
層
性
や
地
域
性

に
ま
で
言
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
治
学
に
お
い
て
は
、
富
田
信
男
氏
が
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
選
挙
権
拡
張
運
動
に
着
目

し
て
い
た
が
、
歴
史
学
の
中
で
は
十
分
に
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
２
）。
富
田
氏
は
、
選
挙
権
拡
張
運
動
と
い
え
ば
普
通
選
挙
に
つ

な
が
る
自
由
党
急
進
派
の
動
向
に
関
心
が
向
け
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
の
に
対
し
、
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
果
た
し
た
役
割
を
指
摘

し
た
の
で
あ
る
。

　

江
口
氏
と
富
田
氏
は
、
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
視
角
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
政
治
的

に
台
頭
す
る
時
期
に
つ
い
て
の
理
解
は
共
通
し
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
一
八
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
商
工
業
者
の
運
動

を
分
析
の
起
点
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
清
戦
争
前
後
か
ら
日
本
の
資
本
主
義
が
急
速
に
発
展
し
、
そ
の
反
映
と
し
て
商
工

業
者
の
政
治
的
主
張
が
顕
在
化
し
た
と
考
え
れ
ば
、
妥
当
な
見
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
日
本
で
は
近
世
後
期
に



第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
前
後
の
京
都

一
七

は
自
生
的
な
産
業
発
展
の
契
機
が
見
ら
れ
、
都
市
の
規
模
も
大
き
か
っ
た
。
近
世
後
期
の
商
工
業
の
蓄
積
を
考
え
る
と
、
日
清
戦

争
以
前
に
お
け
る
商
工
業
者
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
も
、
よ
り
本
格
的
な
検
討
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
幕
末
期
の
商
工
業
者
の
公
共
的
な
役
割
や
一
八
八
〇
年
代
に
お
け
る
有
力
者
の
動
向
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
き
た
（
３
）。

ま
た
、
一
八
九
〇
年
の
商
業
会
議
所
条
例
公
布
前
後
に
お
け
る
商
工
業
者
の
政
治
的
進
出
に
つ
い
て
も
分
析

を
行
っ
て
き
た
（
４
）。

小
文
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
受
け
て
、
日
清
戦
争
以
前
の
都
市
商
工
業
者
と
政
治
と
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。
と
く
に
、
前
稿
に
お
い
て
は
、
一
八
八
九
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
京
都
で
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
市
政
団
体
で
あ

る
京
都
公
民
会
を
取
り
上
げ
、
都
市
商
工
業
者
の
組
織
化
と
国
政
へ
の
進
出
の
過
程
を
述
べ
た
（
５
）。
そ
こ
で
小
文
で
は
、
京
都
公
民

会
が
解
散
に
至
る
経
過
と
、
そ
の
中
で
「
実
業
」
を
名
乗
る
市
政
団
体
が
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
背
景
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
い
。一

、「
中
立
派
」
と
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙

　

一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
）
十
二
月
、
衆
議
院
が
解
散
し
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
た
運
動
が
始
ま
る
。
品
川
弥

二
郎
内
務
大
臣
に
よ
る
選
挙
干
渉
で
知
ら
れ
る
こ
の
選
挙
は
、
京
都
公
民
会
に
も
大
き
な
動
揺
を
も
た
ら
し
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
選
挙
に
際
し
て
は
、
明
治
天
皇
が
「
良
民
」
が
議
員
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
伊
藤
博
文
は
、
自
ら
政
党
を
組
織
し
よ
う
と
し
て
国
会
の
安
定
を
目
指
そ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
に
は
天
皇
も
賛
成
し
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
政
府
の
意
を
体
し
た
府
県
知
事
が
、
各
地
で
積
極
的
に
選
挙
干
渉
に
乗
り
出
し
、
な
か
に
は
流
血
騒
ぎ
に
至
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。
著
名
な
の
は
、
自
由
党
系
候
補
者
に
対
す
る
選
挙
妨
害
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
広
く
行
わ
れ
た
の
は
、
府
県
知
事
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が
推
薦
す
る
候
補
者
へ
の
直
接
・
間
接
の
支
援
行
為
で
あ
っ
た
（
６
）。

　

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
佐
々
木
隆
氏
は
す
で
に
、
九
鬼
隆
一
に
よ
る
政
府
系
候
補
支
援
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
７
）。

九
鬼

は
、
一
八
九
二
年
一
月
十
七
日
に
京
都
に
到
着
し
、
以
後
、
二
月
十
五
日
の
投
票
日
ま
で
関
西
地
方
を
中
心
に
特
定
候
補
者
の
支

援
を
行
っ
た
。
こ
の
時
九
鬼
が
働
き
か
け
た
の
は
、
大
阪
の
住
友
・
広
瀬
宰
平
・
伊
藤
忠
兵
衛
・
藤
田
伝
三
郎
、
京
都
の
三
井
、

神
戸
の
川
崎
正
蔵
と
い
っ
た
大
資
産
家
・
企
業
家
、
西
本
願
寺
な
ど
で
あ
っ
た
。
九
鬼
は
、
京
都
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
京
都
公

民
会
を
通
じ
て
支
援
活
動
を
行
い
、
そ
の
推
薦
候
補
の
当
選
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
区
で
西
村
七
三
郎
、
第
二

区
で
竹
村
藤
兵
衛
、
第
三
区
で
松
野
新
九
郎
、
第
四
区
で
田
宮
勇
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
た
。
と
く
に
、
田
宮
に
つ
い
て
は
苦
戦

を
予
想
し
な
が
ら
も
、
公
民
会
の
意
見
に
従
っ
て
行
動
し
た
。

　

ま
た
、
高
久
嶺
之
介
氏
は
、
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
に
よ
る
支
援
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
（
８
）。

前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

北
垣
と
公
民
会
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
が
、
北
垣
は
こ
の
選
挙
で
独
自
の
動
き
を
し
た
。
ま
ず
第
一
区
で
は
、
第
一
回
選
挙
で

公
民
会
内
部
の
予
選
に
敗
れ
て
公
民
会
を
退
会
し
た
坂
本
則
美
を
支
援
す
る
。
高
知
生
ま
れ
の
坂
本
は
、
北
垣
が
高
知
県
令
だ
っ

た
と
き
の
縁
で
京
都
に
来
住
し
、
琵
琶
湖
疏
水
事
業
な
ど
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
区
で
も
、
自
由
党
系
の
伊
東

熊
夫
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
公
民
会
系
の
田
宮
で
は
な
く
、
民
党
系
だ
が
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
西
川
義
延
を
支
援
す
る
。
京
都

公
民
会
に
と
っ
て
、
北
垣
の
動
き
は
予
定
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
久
氏
は
、
こ
の
時
の
動
き
を
北
垣
の
側
か
ら
跡
づ
け
、
郡
長

ら
を
動
員
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

こ
う
し
た
公
民
会
・
九
鬼
隆
一
と
北
垣
国
道
の
矛
盾
し
た
動
き
の
結
果
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
以
下
の
よ
う
な
結
果
に

終
わ
っ
た
。

　
　

第
一
区　

坂
本
則
美　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
五
票
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西
村
七
三
郎
（
公
民
会
）　
　
　

二
十
四
票

　
　
　
　
　
　

富
田
半
兵
衛　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
票
、
以
下
略

　
　

第
二
区　

竹
村
藤
兵
衛　
　
　
　
　
　
　

百
二
十
六
票

　
　
　
　
　
　

能
川　

登　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
二
票
、
以
下
略

　

第
一
区
で
は
公
民
会
系
で
は
な
く
、
北
垣
が
推
し
た
坂
本
が
当
選
し
、
第
二
区
は
公
民
会
員
で
は
な
い
が
同
会
が
推
し
た
竹
村

が
圧
勝
し
た
。
郡
部
で
は
、
第
三
区
と
第
四
区
で
有
力
者
が
乱
立
し
て
激
戦
と
な
り
、
第
三
区
は
自
由
党
系
の
正
木
安
左
衛
門
が

公
民
会
推
薦
の
松
野
や
保
守
派
の
小
松
喜
平
治
を
抑
え
て
当
選
、
第
四
区
は
民
党
系
だ
が
北
垣
と
親
し
か
っ
た
西
川
義
延
が
公
民

会
推
薦
の
田
宮
勇
や
自
由
党
系
の
伊
東
を
破
っ
た
。
第
五
区
は
、
田
中
源
太
郎
と
石
原
半
右
衛
門
が
自
由
党
系
の
河
原
林
義
雄
と

羽
室
嘉
右
衛
門
を
抑
え
、
第
一
回
に
続
い
て
公
民
会
系
が
二
議
席
を
独
占
し
た
。
第
六
区
は
、
公
民
会
が
上
野
弥
一
郎
を
推
す
動

き
が
あ
っ
た
も
の
の
、
九
鬼
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
公
民
会
系
有
力
者
が
神
鞭
知
常
（
無
所
属
）
を
支
持
し
た
た
め
、
神
鞭
が
石

川
三
郎
介
ら
を
抑
え
て
連
続
当
選
し
た
（
９
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
京
都
府
内
は
七
人
の
当
選
者
の
う
ち
、
民
党
系
は
二
人
に
と
ど
ま
り
、
全
国
的
に
見
て
も
選
挙
干
渉
が
成
功

し
た
地
域
と
な
る
。
ま
た
、
選
挙
干
渉
が
な
さ
れ
た
府
県
の
中
で
は
、
比
較
的
流
血
騒
ぎ
な
ど
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一

区
と
第
四
区
に
お
い
て
、
公
民
会
が
推
薦
し
た
候
補
者
が
北
垣
が
支
援
し
た
人
物
に
苦
杯
を
な
め
る
こ
と
に
な
り
、
九
鬼
は
北
垣

を
激
し
く
批
判
し
た（
（（
（

。

　

そ
こ
で
本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
第
二
区
の
動
向
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
選
挙
の
特
徴

を
別
の
角
度
か
ら
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

第
二
区
に
は
第
一
回
選
挙
で
当
選
し
た
中
村
栄
助
が
い
た
が
、
中
村
は
公
民
会
系
議
員
が
ま
と
ま
っ
て
参
加
し
て
い
た
国
会
内
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会
派
で
あ
る
大
成
会
を
離
脱
し
て
巴
倶
楽
部
に
参
加
す
る
な
ど
、
独
自
の
動
き
を
強
め
て
い
た
。
当
初
、
京
都
府
内
か
ら
大
成
会

に
加
わ
っ
た
議
員
は
五
人
い
た
。
こ
の
う
ち
、
郡
部
で
は
民
権
運
動
以
来
の
民
党
の
支
持
基
盤
が
あ
り
、
公
民
会
系
と
民
党
系
と

の
争
い
と
い
っ
て
も
、
と
も
に
被
選
挙
権
を
持
つ
地
主
同
士
の
対
立
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
租
軽
減
や
地
域
開
発
を
め
ぐ

っ
て
は
意
見
の
調
整
が
可
能
な
面
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
京
都
市
内
で
は
被
選
挙
権
を
持
た
な
い
人
々
も
多
く
、
大
成
会

に
対
す
る
批
判
も
よ
り
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
一
八
九
〇
年
八
月
二
十
三
日
に
市
内
の
民
権
家
ら
に
よ
っ

て
発
刊
さ
れ
た
『
平
民
刀
』
第
一
号
は
、「
発
刊
之
辞
」
で
、「
平
民
刀
は
初
陣
に
其
の
切
れ
味
を
試
む
る
者
固
よ
り
少
な
か
ら
ず

と
雖
も
、
先
づ
一
刀
両
断
に
斬
り
去
る
者
は
自
治
党
臭
味
の
結
合
に
な
る
曖
昧
主
義
の
中
立
党
な
り
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
な
記

事
を
掲
載
し
た（
（（
（

。

　
　
　
　
　
　

中
立
党
員

　

浜
岡
光
哲
、
中
村
栄
助
の
両
人
は
言
へ
り
、
若
し
夫
れ
吏
権
主
義
を
唱
へ
ん
乎
、
自
由
主
義
者
は
鋭
と
く
余
輩
を
攻
撃
せ
ん
、

若
し
夫
れ
自
由
主
義
を
唱
へ
ん
乎
、
会
社
設
立
の
際
、
無
理
を
聞
て
貰
へ
ず
、
或
は
又
曖
昧
な
る
資
金
を
借
り
出
す
事
能
は
ざ

る
に
至
ら
ん
、
如
か
す
、
寧
ろ
中
立
主
義
を
唱
へ
て
、
孰
つ
れ
に
も
就
か
さ
る
に
は
─
而
し
て
都
合
の
善
い
時
は
甲
に
和
し
、

勝
手
の
悪
き
時
は
乙
に
従
ふ
に
は
─
、
テ
モ
マ
─
利
口
な
○
郎
共
、
東
西
、
此
両
人
は
之
れ
で
も
京
都
の
衆
議
院
議
員
で
御
座

る
け
な

　

大
成
会
に
参
加
し
た
京
都
の
議
員
ら
は
、
大
成
会
が
政
府
と
民
党
と
の
間
の
「
中
立
主
義
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
が
、

民
党
系
が
多
数
を
占
め
る
衆
議
院
に
お
い
て
は
、「
吏
権
主
義
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た（
（（
（

。
と
く
に
、
市
内
の
民
党
系
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団
体
で
あ
る
京
都
庚
寅
倶
楽
部
な
ど
に
は
選
挙
権
を
持
た
な
い
者
も
多
く
、
新
聞
や
雑
誌
に
依
拠
し
て
大
成
会
に
攻
撃
を
加
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
攻
撃
は
、
浜
岡
や
田
中
源
太
郎
の
よ
う
に
公
民
会
創
設
以
前
か
ら
民
党
と
距
離
を
置
い
て
き
た
者
は

と
も
か
く
、
民
権
運
動
と
も
一
定
の
関
係
を
持
ち
、
後
か
ら
公
民
会
に
参
加
し
た
中
村
栄
助
な
ど
に
は
動
揺
を
与
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
中
村
は
、
一
八
九
一
年
三
月
頃
に
は
大
成
会
を
離
脱
し
て
自
由
倶
楽
部
に
参
加
し
、
さ
ら
に
、
石
原
半
右
衛
門
や

伊
東
熊
夫
ら
と
と
も
に
巴
倶
楽
部
に
参
加
す
る
。

　

さ
ら
に
、
一
八
九
一
年
十
一
月
に
召
集
さ
れ
た
第
二
回
帝
国
議
会
の
衆
議
院
で
は
、
自
由
党
と
改
進
党
の
提
携
が
成
立
し
、
予

算
審
議
の
主
導
権
を
民
党
連
合
が
握
っ
た
。
こ
の
影
響
は
京
都
府
会
に
も
及
び
、
十
二
月
六
日
に
非
公
民
会
系
議
員
に
よ
る
社
交

倶
楽
部
が
結
成
さ
れ
た
。
同
日
行
わ
れ
た
社
交
倶
楽
部
の
発
会
式
に
は
、
百
五
十
人
余
り
の
参
加
者
が
集
っ
た
。
富
田
半
兵
衛
・

中
安
信
三
郎
・
溝
口
市
次
郎
・
能
川
登
・
河
原
林
義
雄
・
安
田
益
太
郎
ら
民
党
系
議
員
が
一
堂
に
会
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
れ
に
よ

り
、
以
前
は
公
民
会
系
議
員
が
多
数
を
占
め
、
北
垣
府
政
を
支
え
て
い
た
府
会
に
お
い
て
も
、
公
民
会
派
四
十
人
に
対
し
、
非
公

民
会
派
四
十
九
人
、
中
立
三
人
と
、
非
公
民
会
派
が
多
数
を
占
め
、
同
月
十
日
の
府
会
で
は
北
垣
府
知
事
の
転
任
を
求
め
る
建
議

が
、
賛
成
四
十
六
票
、
反
対
三
十
八
票
で
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
府
会
運
営
も
一
転
し
て
流
動
化
し
た（
（（
（

。

　

松
方
正
義
首
相
は
、
衆
議
院
で
民
党
連
合
が
形
成
さ
れ
、
政
府
予
算
案
が
大
幅
削
減
さ
れ
る
な
ど
国
会
運
営
が
行
き
詰
ま
る
と
、

十
二
月
二
十
五
日
に
衆
議
院
を
解
散
す
る
。
こ
う
し
て
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
八
一
年
十
二
月
三
〇
日
付
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
は
、
第
一
区
の
有
力
候
補
と
し
て
坂
本
、
堀
田
、
富
田
、
浜
岡
、
第
二
区

の
有
力
候
補
と
し
て
雨
森
菊
太
郎
、
山
崎
、
能
川
ら
の
名
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
後
、
公
民
会
系
の
有
力
候
補
で
あ
る
浜
岡
や
雨
森

が
辞
退
し
た
こ
と
で
、
状
況
は
混
沌
と
す
る（
（（
（

。

　

中
村
栄
助
は
、
一
八
九
二
年
一
月
六
日
、
下
京
区
内
の
有
力
者
に
「
京
都
第
二
区
選
挙
人
諸
君
に
告
く
」
と
い
う
文
書
を
配
付



第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
前
後
の
京
都

二
二

し
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て
意
欲
を
見
せ
た（
（（
（

。
し
か
し
、
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
も
接
戦
と
な
っ
た
中
村
は
、

公
民
会
と
距
離
が
で
き
る
と
、
強
い
支
持
基
盤
を
持
た
な
か
っ
た（
（（
（

。
ま
た
、「
京
都
第
二
区
選
挙
人
諸
君
に
告
く
」
が
「
当
撰
の

際
に
は
二
三
の
人
に
ハ
宗
教
上
の
事
を
以
て
云
々
す
る
所
あ
り
し
も
、
余
は
当
撰
以
来
、
一
回
も
一
事
も
宗
教
上
に
於
て
偏
頗
の

事
な
か
り
し
は
ま
た
諸
君
の
諒
し
給
ふ
所
な
ら
ん
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
中
村
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
る
こ
と
も
支
持
拡
大
の
妨
げ
と
な
っ
た
。
以
後
、
中
村
は
自
由
党
系
の
能
川
を
推
し
、
自
ら
は
辞
退
す
る
方
向
を
示
す
。

そ
の
際
も
、
能
川
は
、
中
村
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
勢
力
の
票
が
離
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
と
い
う（
（（
（

。

　

一
方
、
中
村
と
距
離
が
で
き
、
雨
森
も
候
補
者
に
な
る
こ
と
を
固
辞
し
た
京
都
公
民
会
は
、
下
京
区
長
竹
村
藤
兵
衛
を
推
す
こ

と
に
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
下
京
区
長
の
後
任
問
題
が
起
こ
り
、
辻
忠
四
郎
・
西
村
治
兵
衛
ら
と
並
ん
で
中
村
栄
助
の
名
も
あ
が

る
（
（（
（

。
し
か
し
、
下
京
区
長
の
選
任
に
あ
た
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
中
村
に
対
し
て
は
、
仏
教
勢
力
か
ら
の
強
い
反
対
が
予
想

さ
れ
た
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
中
村
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
娼
論
を
唱
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
下
京
区
は
、
上
京
区
に
比
べ
て
も
、
遊
廓
関
係
者
が
多
か
っ
た
。
有
力
者
の
中
か
ら
多
数
の

議
員
を
選
ぶ
府
会
や
市
会
な
ど
は
と
も
か
く
、
下
京
区
で
唯
一
の
候
補
者
を
選
ぶ
衆
議
院
選
挙
や
区
長
な
ど
の
場
合
に
中
村
支
持

が
広
が
ら
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
廃
娼
論
を
お
そ
れ
る
勢
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
下
京
区
長
は
、
竹

村
と
同
様
、
有
力
商
工
業
者
の
一
人
で
あ
る
辻
信
次
郎
に
落
ち
着
い
た（
（（
（

。

　

第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
京
都
府
内
に
お
け
る
選
挙
情
勢
は
、『
日
出
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
な
ど

で
詳
し
く
追
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
小
文
で
は
割
愛
す
る
。
ま
た
、
第
二
区
で
は
竹
村
が
優
勢
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

選
挙
直
前
に
、
自
由
党
系
の
脇
田
嘉
一
・
浦
上
格
・
佐
野
精
一
（
と
も
に
上
京
区
）、
矢
野
勝
次
郎
・
延
原
和
一
（
と
も
に
下
京

区
）
ら
に
予
戒
令
を
適
用
さ
れ
た
こ
と
も
、
能
川
登
ら
に
と
っ
て
は
打
撃
で
あ
っ
た（
（（
（

。
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中
村
は
選
挙
戦
後
半
か
ら
能
川
の
側
面
支
援
に
回
る
が
、
竹
村
に
大
敗
す
る
。
そ
れ
で
は
、
第
二
区
に
お
い
て
は
、
公
民
会
は

盤
石
で
、
中
村
は
力
を
失
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
考
慮
す
べ
き
な
の
は
、
竹
村
自
身
も
公
民
会
員
で
は
な
く
、
総
区
長
を

経
て
下
京
区
長
を
歴
任
し
た
と
い
う
公
務
の
実
績
と
、
一
八
九
一
年
十
月
に
実
業
家
懇
親
会
を
準
備
す
る
な
ど
、
商
工
業
者
と
し

て
の
活
動
に
基
盤
を
置
く
人
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
（（
（

（
次
章
参
照
）。

二
、
京
都
商
業
会
議
所
の
発
足
と
都
市
商
工
業
者

　

一
八
九
一
年
は
、
京
都
の
商
工
業
者
の
組
織
化
に
と
っ
て
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
。

　

京
都
の
商
工
業
者
は
、
一
八
八
二
年
に
京
都
商
工
会
議
所
を
創
設
し
、
新
興
商
工
業
者
を
中
心
に
京
都
の
近
代
化
や
企
業
勃
興

の
担
い
手
と
な
っ
た
。
そ
の
中
心
を
担
っ
た
浜
岡
光
哲
は
琵
琶
湖
疏
水
の
建
設
に
も
熱
心
に
協
力
し
、
京
都
公
民
会
の
創
設
に
も

尽
力
し
た
。
ま
た
、
中
村
栄
助
は
一
八
八
九
年
四
月
に
行
わ
れ
た
市
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、
初
代
市
会
議
長
と
な
る
。
一
八
九

〇
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
浜
岡
と
中
村
に
は
、
商
工
会
議
所
の
活
動
を
と
も
に
し
て
き
た
と
い
う
実
績
が
あ
っ
た

の
で
あ
る（
（（
（

。
全
国
の
主
要
都
市
で
設
立
さ
れ
た
東
京
商
工
会
、
大
阪
商
法
会
議
所
、
横
浜
商
法
会
議
所
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

　

農
商
務
省
は
、
こ
う
し
た
商
工
団
体
に
つ
い
て
法
的
基
礎
を
整
え
る
た
め
、
全
国
の
商
工
業
者
に
商
業
会
議
所
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
諮
問
し
た
。
一
八
八
九
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
諮
問
会
が
こ
れ
で
、
一
八
九
〇
年
九
月
に
は
商
業
会
議
所
条
例
が
発
布
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
京
都
商
工
会
議
所
も
同
条
例
に
基
づ
く
組
織
に
改
編
す
る
こ
と
に
し
、
同
年
十
月
に
は
京
都
商
業
会
議
所
設
立

発
起
人
会
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
設
立
委
員
と
し
て
、
浜
岡
・
内
貴
甚
三
郎
・
飯
田
新
七
・
岡
本
治
助
・
渡
辺
伊
之
助
・
直
木
栄
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助
・
川
島
甚
兵
衛
を
選
び
、
さ
ら
に
伏
見
町
の
申
し
出
を
受
け
て
、
江
崎
権
兵
衛
・
菱
木
信
興
を
委
員
に
加
え
た（
（（
（

。
ま
た
、
翌
月

に
は
西
陣
織
物
業
な
ど
主
要
な
業
界
な
ど
か
ら
も
委
員
を
選
び
、
一
八
九
一
年
二
月
に
作
成
し
た
京
都
商
業
会
議
所
設
立
申
請
書

に
は
五
十
八
の
商
工
業
者
や
団
体
が
名
を
連
ね
た（
（（
（

。

　

商
業
会
議
所
条
例
は
、
各
地
に
設
立
さ
れ
る
商
業
会
議
所
な
ど
の
会
員
を
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
と
し
、
そ
の
被
選
挙
権
を
定
め
た
。

条
例
に
基
づ
く
商
業
会
議
所
を
設
立
す
る
た
め
に
は
、
会
員
選
挙
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
設
立
申
請
書
は
、
会
員
定

数
を
四
十
人
と
定
め
、
選
挙
権
者
は
二
千
百
一
人
、
被
選
挙
権
者
は
千
三
百
四
十
四
人
と
記
す
。
会
議
所
所
在
地
に
所
得
税
を
納

め
る
者
な
ど
が
こ
れ
だ
け
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
会
員
を
選
挙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
八
九
一
年
三
月
に

京
都
商
業
会
議
所
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
と
、
四
月
二
十
五
日
に
会
員
選
挙
が
行
わ
れ
た（
（（
（

。

　

問
題
は
、
こ
れ
ま
で
浜
岡
や
中
村
ら
の
経
済
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
商
工
会
議
所
が
、
所
得
税
を
納
め
る

商
工
業
者
全
体
に
開
か
れ
、
と
く
に
組
織
票
を
持
つ
業
界
か
ら
こ
れ
ま
で
の
担
い
手
と
は
異
な
る
人
材
が
選
出
さ
れ
る
可
能
性
が

出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
商
業
会
議
所
会
員
選
挙
が
近
づ
く
と
様
々
な
商
工
業
者
が
予
選
会
を
開
く
な
ど
、
選
挙
運
動
を

行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
生
糸
商
・
西
陣
織
物
仲
買
協
盛
会
・
酒
造
商
な
ど
八
組
合
は
連
合
し
て
予
選
会
を
開
き
、
そ
の
結
果
を
公

表
し
た（
（（
（

。
ま
た
、
京
都
商
工
協
会
や
京
都
実
業
共
会
を
名
乗
る
団
体
も
、
そ
れ
ぞ
れ
意
中
の
候
補
者
を
『
日
出
新
聞
』
に
投
書
し

た
り
、
広
告
と
し
て
掲
載
し
た
り
し
た（
（（
（

。
こ
の
ほ
か
に
も
、
西
陣
派
（
富
田
半
兵
衛
・
中
安
信
三
郎
ら
）、
染
業
派
（
林
長
次

郎
・
石
田
喜
兵
衛
ら
）、
酒
造
商
派
（
鈴
鹿
弁
三
郎
・
木
村
利
三
郎
・
堀
野
久
造
ら
）、
造
醤
油
商
（
山
中
小
兵
衛
）、
糸
物
商
派

（
児
島
定
七
・
木
田
三
郎
右
衛
門
・
小
関
伊
三
郎
ら
）、
縮
緬
生
糸
商
な
ど
四
商
組
合
（
各
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
数
人
を
、
生
糸

商
荒
川
宗
助
な
ど
）、
薬
物
砂
糖
書
籍
商
派
（
中
野
忠
八
・
白
山
茂
兵
衛
・
村
上
勘
兵
衛
）、
酒
商
外
組
合
派
（
梶
原
伊
八
ら
）
が

各
業
界
ご
と
に
有
力
者
を
推
薦
し
、
百
十
一
国
立
銀
行
の
松
永
恒
久
、
生
糸
商
の
岡
本
治
助
、
鹿
の
子
絞
商
の
河
村
清
七
ら
も
個
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別
の
運
動
を
行
っ
た
。
各
業
界
の
有
力
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
京
都
商
工
会
議
所
な
ど
で
中
心
と
な
っ
て
き
た
浜
岡
な
ど
と
対
立
し

て
き
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
を
報
じ
た
『
日
出
新
聞
』
は
、
な
か
で
も
早
く
か
ら
運
動
を
始
め
た
西
陣
派
、
染
業
派
、
酒

造
派
、
糸
物
商
派
、
松
永
恒
久
な
ど
が
相
互
に
連
携
し
て
い
る
と
し
て
、「
従
来
公
共
の
事
に
当
れ
る
浜
岡
・
中
村
・
内
貴
其
他

諸
氏
を
排
斥
し
、
我
れ
取
て
之
に
代
ら
ん
こ
と
を
企
て
」
て
い
る
と
評
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
実
業
協
会
派
は
、
縮
緬
商
高
田
吉

郎
・
酒
商
梶
原
伊
三
郎
ら
実
業
有
志
者
が
団
結
し
、「
京
都
の
各
実
業
者
中
資
望
・
品
格
・
実
験
あ
る
人
を
選
挙
せ
ん
」
と
し
て

い
る
と
い
う（
（（
（

。
こ
の
実
業
協
会
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
が
、
同
会
は
、
浜
岡
・
中
村
な
ど
こ
れ
ま
で
京
都
商
工
会
議

所
な
ど
で
中
心
に
な
っ
て
き
た
人
々
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。『
日
出
新
聞
』
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
京
都
商
工
会

議
所
グ
ル
ー
プ
や
京
都
実
業
協
会
の
役
割
を
強
調
す
る
報
道
を
続
け
た
。

　

こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
京
都
商
業
会
議
所
選
挙
は
、
松
永
恒
久
や
鈴
鹿
弁
三
郎
、
村
上
勘
兵
衛
、
富
田
半
兵
衛
な
ど
、
こ
れ
ま

で
京
都
商
工
会
議
所
グ
ル
ー
プ
と
は
距
離
を
置
い
て
い
た
人
々
を
上
位
当
選
さ
せ
た
。
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
商
業
会
議
所
条
例

が
目
指
し
た
よ
う
に
、
市
内
全
体
を
代
表
す
る
商
工
団
体
と
し
て
の
再
編
成
は
ひ
と
ま
ず
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
、
浜
岡
・
中
村
・
内
貴
ら
も
着
実
に
当
選
し
、
京
都
実
業
協
会
が
推
し
た
人
々
が
会
員
の
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
も
成
功
し

た
の
で
あ
る
。

　

京
都
商
業
会
議
所
選
挙
は
、
こ
れ
ま
で
表
面
に
あ
ら
わ
れ
に
く
か
っ
た
商
工
業
者
と
府
会
・
市
会
議
員
な
ど
を
務
め
る
有
力
者

と
の
関
係
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
富
田
や
中
安
、
鈴
鹿
、
児
島
な
ど
の
支
持
基
盤
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
業
界

の
商
工
業
者
が
団
結
し
て
選
挙
活
動
を
行
っ
た
意
味
も
大
き
か
っ
た（
（（
（

。

　

ま
た
、
一
八
九
一
年
十
二
月
に
衆
議
院
が
解
散
す
る
と
、
東
京
や
大
阪
の
大
資
本
家
・
商
工
業
者
の
間
か
ら
政
界
進
出
の
動
き

が
起
こ
る
。
一
八
九
二
年
一
月
八
日
付
の
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
は
、
背
後
に
、
福
沢
諭
吉
や
井
上
馨
ら
の
動
き
を
示
唆
し
な
が
ら
、
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東
京
の
大
資
本
家
が
選
挙
に
乗
り
出
す
動
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
影
響
力
が
あ
る
渋
沢
栄
一

が
商
工
業
者
の
間
に
政
党
の
影
響
が
浸
透
す
る
の
を
警
戒
し
て
、
反
対
し
て
い
る
こ
と
も
伝
え
て
い
る
（
次
章
参
照
）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
京
都
で
も
「
実
業
」
を
掲
げ
た
最
初
の
市
政
団
体
が
生
ま
れ
る
。
実
業
倶
楽
部
で
あ
る
。
実
業
倶
楽
部
は
、

一
八
九
二
年
一
月
に
、
中
村
栄
助
が
中
心
に
な
っ
て
設
立
の
準
備
を
始
め
た
も
の
で
、
中
村
と
と
も
に
公
民
会
を
脱
会
し
た
商
工

業
者
だ
け
で
な
く
、
自
由
党
系
に
近
い
商
工
業
者
と
も
連
携
し
て
新
し
い
団
体
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
れ
を
機
に
、
衆
議
院
議
員
選
挙
を
制
す
る
た
め
に
、
各
勢
力
が
商
工
業
者
の
組
織
化
に
し
の
ぎ
を
削
る
。
た
と
え
ば
、
自
由

党
か
ら
推
さ
れ
た
貿
易
商
能
川
登
は
、
同
じ
く
貿
易
商
と
し
て
市
内
屈
指
の
存
在
だ
っ
た
錦
光
山
宗
兵
衛
を
陣
営
に
引
き
入
れ
よ

う
と
試
み
た（
（（
（

。
公
民
会
か
ら
推
さ
れ
た
竹
村
藤
兵
衛
も
、『
日
出
新
聞
』
に
「
第
二
選
挙
区
実
業
者
有
志
者
」
か
ら
の
推
薦
広
告

を
掲
載
し
て
対
抗
し
た（
（（
（

。
こ
う
し
た
活
動
の
結
果
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
竹
村
は
、
下
京
区
の
鴨
川
以
西
の
有
力
者
を
集
め

て
京
都
実
業
会
を
結
成
す
る
。
同
会
の
実
態
は
、
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
竹
村
の
支
持
者
を
中
心
と
す
る
市
政
団
体
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
実
業
倶
楽
部
と
同
様
、
そ
の
名
に
「
実
業
」
を
冠
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た（
（（
（

。

　

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
京
都
実
業
会
が
「
鴨
川
以
西
」
に
限
定
し
て
組
織
化
を
進
め
た
こ
と
で
あ
る
。
三
月
十
三
日
に
開
催
さ

れ
た
京
都
実
業
会
発
会
式
も
、「
下
京
区
鴨
川
以
西
旧
各
組
の
実
業
者
数
十
名
の
発
起
」
に
よ
る
も
の
と
報
じ
ら
れ
、
発
起
人
総

代
古
川
吉
兵
衛
を
は
じ
め
、
清
水
吉
右
衛
門
、
猪
上
能
貞
、
膳
平
兵
衛
な
ど
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
公
民
会
な
ど
と
は
近
い
関
係

に
は
な
か
っ
た
人
々
が
常
議
員
と
な
っ
た（
（（
（

。
竹
村
は
、
商
工
業
者
が
多
い
下
京
区
で
は
、
自
ら
の
支
持
基
盤
の
名
称
と
し
て
「
実

業
」
を
冠
し
、
従
来
の
公
民
会
な
ど
と
の
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず
に
組
織
化
を
進
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
う
し
た
竹
村
ら
の
運
動
方
針
は
、
実
は
中
村
栄
助
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
竹
村
ら
も
あ
ら
か

じ
め
中
村
と
競
合
す
る
こ
と
を
避
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
政
治
的
基
盤
の
中
で
商
工
業
者
の
組
織
化
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
と
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考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
上
京
区
に
は
す
で
に
西
陣
の
商
工
業
者
を
中
心
と
す
る
西
陣
倶
楽
部
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
か

ら
、
上
京
区
西
部
を
対
象
と
す
る
北
西
会
の
活
動
も
始
ま
る
。
北
西
会
と
西
陣
倶
楽
部
は
、
と
も
に
西
陣
を
基
盤
と
し
、
担
い
手

も
重
な
っ
て
い
た
が
、
堀
川
以
西
を
中
心
と
す
る
十
三
の
町
組
（
学
区
）
か
ら
代
表
者
を
選
出
し
て
町
組
連
合
と
い
う
体
裁
を
整

え
る
な
ど
、
実
業
倶
楽
部
と
同
じ
よ
う
な
組
織
形
態
を
と
っ
た（
（（
（

。
ま
た
、
設
立
の
動
機
も
、
こ
の
地
域
か
ら
府
会
や
市
会
に
選
出

さ
れ
て
い
た
有
力
者
が
発
言
力
を
強
め
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
会
員
か
ら
一
部
の
有
力
者
に
よ
る
政
治
的
利
用
を
忌
避

す
る
意
見
や
、
第
六
組
の
松
木
安
次
郎
の
よ
う
に
独
自
の
動
き
を
探
る
機
業
家
も
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
北
西
会
が
、
北
野
公

園
・
堀
川
改
修
な
ど
地
域
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
市
内
西
部
の
開
発
を
掲
げ
る
と
、
有
力
者
間
の
従
来
の
行
き
が
か
り
を
超
え

た
結
束
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

　

こ
う
し
て
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
下
京
区
鴨
川
以
東
で
は
中
村
栄
助
が
、
鴨
川
以
東
で
は
竹
村
藤

兵
衛
が
、
商
工
業
者
の
政
治
的
組
織
化
に
乗
り
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
三
月
十
六
日
、
京
都
公
民
会
が
解
散
宣
言
書
を
発

表
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
京
都
府
内
で
は
民
党
系
が
勝
利
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、
公
民
会
も
深
刻
な
痛
手
を
受
け
た
。

そ
の
結
果
、
京
都
公
民
会
は
解
散
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
選
挙
で
は
無
風
に
見
え
た
第
二
区
に
お
け
る
竹
村
と
中
村
の
動
き
の

中
に
も
、
公
民
会
の
存
在
意
義
に
関
わ
る
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
一
八
九
二
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
北
西
会
に
続
き
、
翌
一
八
九
三
年
一
月
に
は
、
北
西
会
に
対
抗
し
て
堀
川
以
西
で

も
市
域
南
部
の
有
力
者
も
団
体
結
成
の
動
き
を
見
せ
る
な
ど
、
地
域
内
の
有
力
者
が
連
携
を
模
索
す
る
動
き
は
継
続
す
る（
（（
（

。
こ
う

し
て
、
か
つ
て
公
民
会
を
中
心
に
集
ま
っ
て
い
た
各
地
域
の
有
力
者
が
、
地
域
ご
と
に
市
政
団
体
を
結
成
し
て
、
地
域
開
発
と
い

う
共
通
の
課
題
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
、
公
民
会
は
解
散
し
、
各
市
政
団
体
の
中
で
は
旧
公
民
会
系
の
有
力
者
だ
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け
で
な
く
、
民
党
系
の
人
物
が
中
心
を
担
う
こ
と
も
目
立
っ
た
。

三
、「
中
立
派
」
と
都
市
商
工
業
者

　

以
上
、
小
文
で
は
、
か
つ
て
は
都
市
商
工
業
者
に
あ
る
程
度
の
基
盤
を
置
い
て
い
た
京
都
公
民
会
の
動
き
を
中
心
に
、
商
業
会

議
所
会
員
選
挙
や
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
公
民
会
と
は
距
離
が
あ
っ
た
都
市
商
工
業
者
の
間
に
も
政
治

的
進
出
の
機
運
が
芽
生
え
た
こ
と
、
と
く
に
有
力
な
商
工
業
者
が
多
か
っ
た
下
京
区
で
竹
村
藤
兵
衛
や
中
村
栄
助
、
能
川
登
な
ど

が
主
導
権
を
競
い
あ
う
状
況
が
生
ま
れ
、
竹
村
と
中
村
が
地
域
を
分
け
合
う
よ
う
に
し
て
組
織
化
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
い
わ
ば
、
こ
れ
ま
で
政
治
的
活
動
が
必
ず
し
も
活
発
と
は
い
え
な
か
っ
た
商
工
業
者
が
政
治
的
主
体
と

し
て
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
一
八
九
一
年
か
ら
一
八
九
二
年
に
か
け
て
の
京
都
市
内
の
政
治
状
況
で
あ
る
。

こ
の
動
き
は
、
全
国
的
に
見
て
も
、
政
府
が
「
良
民
」
と
し
て
期
待
し
た
大
資
本
家
・
商
工
業
者
、
た
と
え
ば
奥
三
郎
兵
衛
（
東

京
）、
原
善
三
郎
（
埼
玉
、
横
浜
に
経
営
基
盤
）、
村
野
山
人
（
兵
庫
）、
外
山
脩
造
（
大
阪
）
な
ど
が
政
治
的
な
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
時
期
の
全
国
的
な
大
資
本
家
・
商
工
業
者
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
松
方
正
義
首
相
や
品
川
弥
二

郎
内
務
大
臣
を
中
心
と
す
る
選
挙
対
策
本
部
か
ら
の
働
き
か
け
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
奥
三
郎
兵

衛
、
原
亮
三
郎
、
益
田
孝
、
大
倉
喜
八
郎
ら
が
組
織
し
た
東
京
実
業
家
相
談
会
に
つ
い
て
は
、
松
方
・
品
川
ら
に
よ
る
「
典
型
的

な
温
和
派
育
成
策
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、「
政
党
の
分
子
が
実
業
社
会
に
混
入
す
る
」
の
を
お
そ
れ
る
渋
沢
の
反
対
に
よ
っ

て
、
中
断
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
、
奥
、
原
亮
三
郎
、
原
善
三
郎
、
馬
越
恭
平
ら
は
選
挙
戦
を
続
け
る
が
、
馬
越
が
落
選
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す
る
な
ど
、
当
選
者
の
数
は
限
ら
れ
て
い
た（
（（
（

。
た
だ
、
関
西
で
選
挙
工
作
を
繰
り
広
げ
た
九
鬼
隆
一
の
場
合
に
は
、
大
阪
府
第
六

区
で
自
由
党
の
大
物
大
井
憲
太
郎
の
対
抗
馬
と
し
て
擁
立
さ
れ
た
俣
野
景
孝
の
た
め
に
住
友
の
広
瀬
宰
平
に
支
援
を
求
め
た
り
、

香
川
県
で
三
崎
亀
之
助
（
も
と
自
由
党
系
）
の
た
め
に
地
元
財
界
の
景
山
甚
右
衛
門
が
選
挙
活
動
を
行
わ
な
い
よ
う
、
藤
田
伝
三

郎
を
通
じ
て
働
き
か
け
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
阪
で
は
外
山
脩
造
、
兵
庫
で
は
村
野
山
人
ら
を
支
援
し
、
村
野
に
対
し
て
は
、
川
崎

正
蔵
か
ら
の
支
援
を
引
き
出
し
た
。
ま
た
、
京
都
府
第
一
区
で
も
西
村
七
三
郎
の
た
め
に
三
井
八
郎
次
郎
に
支
援
を
働
き
か
け
た
。

　

こ
の
よ
う
な
九
鬼
の
活
動
を
分
析
し
た
佐
々
木
氏
は
、「
九
鬼
が
支
援
し
た
議
員
の
多
く
は
第
三
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
通
称

『
近
畿
団
体
』
を
形
成
し
、
そ
の
上
に
作
ら
れ
た
親
政
府
系
無
所
属
議
員
の
院
内
交
渉
団
体
『
中
央
交
渉
部
』
の
重
要
部
分
を
成

し
て
い
る
。
九
鬼
が
各
府
県
毎
に
選
出
後
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
べ
き
議
員
を
想
定
し
、
政
府
系
議
員
の
府
県
毎
の
結
束
を
企
図
し
た

の
も
『
近
畿
団
体
』
の
形
成
を
容
易
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
意
図
し
て
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
九
鬼
の
活
動
の
帰
結
と
し
て
、
第

二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
後
に
成
立
し
た
「
近
畿
団
体
」
に
着
目
す
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

佐
々
木
氏
は
、「
近
畿
団
体
」
は
「
親
政
府
系
無
所
属
議
員
の
院
内
交
渉
団
体
『
中
央
交
渉
部
』
の
重
要
部
分
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
の
ち
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
藩
閥
政
府
と
立
憲
政
治
』
の
中
で
は
、「
近
畿
選
出
議
員
は
三
月
二
十
七
日
に
大
阪
で
独
自
の

非
民
党
組
織
を
結
成
し
た
後
、
中
央
交
渉
部
に
中
途
加
盟
す
る
な
ど
や
や
色
彩
を
異
に
し
て
い
た
」
と
記
す（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一

回
衆
議
院
議
員
選
挙
後
に
成
立
し
た
大
成
会
が
「
中
立
派
」
を
標
榜
し
て
い
た
の
と
比
較
す
る
と
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
後

に
成
立
し
た
中
央
交
渉
部
は
「
非
民
党
主
義
の
一
団
体
」
で
あ
り
政
府
寄
り
の
姿
勢
が
際
だ
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、

「
近
畿
選
出
議
員
」
は
「
や
や
色
彩
を
異
に
し
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
佐
々
木
氏
は
そ
の
理
由
と
し
て
、「
近
畿
に
は
か

つ
て
自
治
党
の
地
盤
と
見
ら
れ
た
京
都
公
民
会
の
よ
う
に
本
来
の
温
和
派
た
る
実
業
家
議
員
も
多
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
す
る（
（（
（

。

　

そ
れ
で
は
実
際
に
京
都
選
出
の
議
員
は
ど
の
会
派
に
所
属
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
九
二
年
四
月
、
中
央
交
渉
部
が
で
き
た
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と
き
、
近
畿
団
体
か
ら
加
わ
っ
た
の
は
、
俣
野
景
孝
、
外
山
脩
造
、
村
野
山
人
ら
十
四
人
で
、
田
中
源
太
郎
と
竹
村
藤
兵
衛
も
そ

の
中
に
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
西
川
義
延
は
独
立
倶
楽
部
、
正
木
安
左
衛
門
は
弥
生
倶
楽
部
（
自
由
党
系
）
で
、
他
の
議
員
は
無

所
属
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
月
十
四
日
時
点
で
は
、
京
都
府
選
出
の
坂
本
則
美
・
石
原
半
右
衛
門
・
神
鞭
知
常
と
と
も
に
田
中

と
竹
村
も
無
所
属
と
な
る
。
こ
の
時
期
、
中
央
交
渉
部
の
中
で
も
政
社
化
に
熱
心
な
議
員
ら
は
、
西
郷
従
道
や
品
川
弥
二
郎
を
指

導
者
と
し
て
新
政
党
を
結
成
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
俣
野
景
孝
・
外
山
脩
造
・
村
野
山
人
ら
近
畿
団
体
の
議
員
ら
は
新
政
党

に
加
わ
ら
な
い
こ
と
を
決
め
た
（
こ
の
三
人
は
新
政
党
に
は
加
わ
ら
な
い
も
の
の
中
央
交
渉
部
は
脱
会
し
な
か
っ
た
）。
こ
う
し

た
経
過
を
経
て
結
成
さ
れ
た
新
政
党
国
民
協
会
は
、
か
つ
て
大
成
会
が
入
会
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
揺
れ
続
け
た
九
州
の
国
権
派

議
員
が
名
実
と
も
に
中
心
と
な
り
、
都
市
部
の
旧
「
中
立
派
」（
佐
々
木
氏
の
い
う
「
本
来
の
温
和
派
」）
議
員
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

そ
こ
で
、
国
民
協
会
が
設
立
さ
れ
る
と
、
牛
場
卓
蔵
・
北
岡
文
兵
衛
・
中
沢
彦
吉
（
と
も
に
東
京
）、
小
坂
善
之
助
（
長
野
）、

原
善
三
郎
（
埼
玉
）、
原
亮
三
郎
（
岐
阜
）
ら
は
「
実
業
団
体
」
と
い
う
名
の
別
の
会
派
を
組
織
し
、
村
野
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

実
業
団
体
は
、
そ
の
後
も
国
民
協
会
と
と
も
に
中
央
交
渉
部
を
構
成
す
る
が
、
次
第
に
距
離
を
拡
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
八
九
二
年
三
月
、
創
設
以
来
約
三
年
間
、
京
都
の
府
会
や
市
会
で
多
数
を
占
め
、
衆
議
院
で
も
「
中
立
派
」
の
中
で
一
定
の

勢
力
を
保
っ
た
京
都
公
民
会
が
、
突
然
解
散
を
宣
言
す
る
。
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
直
後
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
、
直
接

の
契
機
は
、
衆
議
院
に
お
け
る
民
党
連
合
の
成
立
と
、
そ
う
し
た
事
態
に
対
す
る
会
員
内
部
の
動
揺
、
所
属
議
員
の
対
応
の
違
い
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な
ど
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
公
民
会
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
対
応
を
取
る
こ
と

が
で
き
ず
、
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
北
垣
府
知
事
と
の
間
で
も
候
補
者
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

北
垣
に
つ
い
て
い
え
ば
、
衆
議
院
の
民
党
連
合
の
影
響
を
受
け
、
京
都
府
会
に
お
い
て
も
非
公
民
会
派
の
社
交
倶
楽
部
が
多
数

を
占
め
る
と
、
府
政
運
営
も
行
き
詰
ま
る
。
北
垣
は
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
際
の
選
挙
干
渉
の
処
理
の
過
程
の
中
で
、
白

根
専
一
の
後
任
と
し
て
内
務
次
官
に
就
任
す
る
が
、
す
ぐ
に
辞
退
し
て
北
海
道
庁
長
官
と
な
る
。
こ
う
し
て
十
年
あ
ま
り
の
長
き

に
わ
た
っ
た
北
垣
府
政
は
終
わ
り
、
か
つ
て
の
京
都
商
工
会
議
所
グ
ル
ー
プ
が
京
都
の
政
財
界
の
中
で
主
導
的
な
役
割
を
担
う
時

代
も
終
わ
り
を
告
げ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
京
都
公
民
会
と
非
公
民
会
派
と
の
政
治
的
対
立
に
目
を
奪
わ
れ
、
と
く
に
市
内
有
力
者
の
多

く
が
商
工
業
者
で
あ
り
、
そ
の
利
害
関
係
や
商
工
団
体
の
あ
り
方
が
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
文
で
は
中
村
栄
助
や
竹
村
藤
兵
衛
、
北
西
会
な
ど
の
動
き
を
通
じ
て
、
政
治
と
商
工
業
者
の
関
係
に
つ

い
て
検
証
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
一
八
九
一
年
頃
に
な
る
と
、
市
会
議
員
が
特
定
地
域
に
偏
る
こ
と
に
対
し
て
、
市
会
議
員
が

少
な
い
地
域
な
ど
か
ら
市
政
団
体
結
成
の
動
き
が
起
こ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
は
、
京
都
商
業
会
議
所
選
挙
を
通
じ
て
有
力
商
工

業
者
が
業
界
ご
と
に
ま
と
ま
る
動
き
を
見
せ
、
西
陣
な
ど
で
は
こ
の
両
者
が
複
雑
に
関
わ
り
合
っ
て
い
た（
（（
（

。

　

第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
政
府
が
期
待
す
る
「
良
民
」
の
選
出
基
盤
と
し
て
、
主
要
都
市
に
お
い
て
商
工
業
者
の
組
織

化
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。
京
都
市
内
で
も
商
工
業
者
が
多
い
下
京
区
に
お
い
て
中
村
と
竹
村
藤
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ

「
実
業
」
を
冠
し
た
市
政
団
体
を
組
織
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
政
治
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
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註（
１
）　

江
口
圭
一
『
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
運
動
史
の
研
究
』
未
来
社
、
一
九
七
六
年
。
た
だ
、
都
市
史
に
関
す
る
研
究
史
整
理
を
試
み
た
原
田
敬
一

氏
は
、
江
口
氏
の
著
作
を
評
価
し
な
が
ら
も
研
究
文
献
の
中
に
は
含
め
て
い
な
い
（『
日
本
近
代
都
市
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
、

二
二
～
二
七
頁
）。
商
工
業
者
の
動
向
と
政
治
史
と
の
関
係
を
考
察
す
る
の
は
、
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

営
業
税
反
対
運
動
な
ど
中
間
層
の
運
動
は
、
自
治
体
史
な
ど
で
さ
ら
に
各
地
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
管
見

に
し
て
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

（
２
）　

富
田
信
男
編
著
『
明
治
国
家
の
苦
悩
と
変
容
』
北
樹
出
版
、
一
九
七
九
年
。

（
３
）　
「
幕
末
維
新
期
京
都
の
都
市
行
政
」
伊
藤
之
雄
編
『
近
代
京
都
の
改
造
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、『
近
代
自
治
の
源
流
』（
秋
元

せ
き
氏
と
共
編
）
京
都
市
歴
史
資
料
館
、
二
〇
〇
八
年
、「
幕
末
維
新
期
の
都
市
社
会
」
宇
佐
美
英
機
・
薮
田
貫
編
『〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
１

都
市
の
身
分
願
望
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、「
嘉
永
の
施
行
に
お
け
る
町
の
役
割
」『
ヘ
ス
テ
ィ
ア
と
ク
リ
オ
』
第
一
〇
号
（
二
〇
一
一

年
発
行
予
定
）
な
ど
。

（
４
）　
「
都
市
祭
典
と
政
治
」『
日
本
史
研
究
』
第
五
二
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）、「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』

第
五
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
５
）　

前
掲
注
（
４
）「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」
参
照
。

（
６
）　

坂
野
潤
治
「
明
治
天
皇
の
選
挙
干
渉
」『
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
・
別
冊
歴
史
の
読
み
方
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
参
照
。

（
７
）　

佐
々
木
隆
「
干
渉
選
挙
再
考
」『
日
本
歴
史
』
第
三
九
五
号
（
一
九
八
一
年
）
参
照
。

（
８
）　

高
久
嶺
之
介
「
京
都
府
知
事
再
末
期
の
北
垣
国
道
」『
社
会
科
学
』
第
七
十
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
９
）　

神
鞭
に
つ
い
て
は
、
飯
塚
一
幸
「『
対
外
硬
』
派
・
憲
政
本
党
基
盤
の
変
容
」
山
本
四
郎
編
『
近
代
日
本
の
政
党
と
官
僚
』
東
京
創
元
社
、

一
九
九
一
年
参
照
。

（
10
）　

前
掲
注
（
７
）（
８
）
参
照
。

（
11
）　

同
誌
に
つ
い
て
は
、
松
尾
尊
兊
「
新
発
見
の
雑
誌
『
平
民
刀
』
に
つ
い
て
」『
書
砦
』（
梁
山
泊
）
通
巻
四
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
寄

稿
者
に
、
溝
口
市
次
郎
・
脇
田
（
嘉
一
か
）
ら
の
名
が
見
え
る
。

（
12
）　

前
掲
注
（
４
）「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」
参
照
。
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（
13
）　
『
京
都
公
民
会
雑
誌
』
第
三
十
五
号
（
一
八
九
二
年
一
月
十
日
）
な
ど
参
照
。

（
14
）　
『
京
都
公
民
会
雑
誌
』
第
三
十
四
号
（
一
八
九
一
年
十
二
月
五
日
）
な
ど
参
照
。
同
誌
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
公
民
会
の
基
盤
と
な
っ
て
き

た
京
都
市
域
に
お
い
て
も
非
公
民
会
派
の
方
が
多
く
な
っ
た
。

（
15
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
〇
年
一
月
九
日
付
。『
日
出
新
聞
』
は
、
一
月
八
日
付
で
第
一
区
の
形
勢
と
し
て
非
公
民
会
系
の
富
田
や
中
安
、
自
由

党
系
の
堀
田
、
朝
尾
春
直
・
能
勢
長
兵
衛
ら
に
推
さ
れ
た
坂
本
、
公
民
会
派
の
西
村
七
三
郎
ら
の
動
向
を
報
じ
、
翌
日
に
は
第
一
区
で
西
陣
に

基
盤
を
持
つ
富
田
と
新
市
街
に
基
盤
を
持
つ
坂
本
の
提
携
が
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
区
で
竹
村
藤
兵
衛
擁
立
の
動
き
が
あ
り
、
ほ
か
に
能

川
・
中
村
・
山
崎
・
下
間
庄
右
衛
門
・
磯
野
小
右
衛
門
・
片
山
正
中
ら
の
動
向
を
報
じ
た
。
琵
琶
湖
疏
水
事
業
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
坂
本
は
、

以
前
よ
り
鴨
東
新
市
街
に
支
持
基
盤
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
選
挙
戦
が
激
し
く
な
る
と
、
西
村
七
三
郎
は
旧
浄
土
寺
村
を
中
心
に
吉
田
・
聖
護

院
地
域
の
有
力
者
、
富
田
は
岡
崎
・
聖
護
院
・
鹿
ヶ
谷
地
域
の
有
力
者
、
坂
本
は
岡
崎
・
聖
護
院
・
吉
田
地
域
の
有
力
者
に
支
持
を
拡
げ
た

（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
十
三
日
・
二
月
四
日
付
な
ど
）

（
16
）　

関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
加
舎
家
文
書
53
︲
65
（
６
６
９
）
参
照
。

（
17
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
十
日
付
な
ど
参
照
。

（
18
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
二
月
五
～
七
日
付
な
ど
参
照
。

（
19
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
二
十
日
付
参
照
。

（
20
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
二
十
一
日
付
参
照
。

（
21
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
二
十
二
・
二
十
三
日
参
照
。
市
参
事
会
に
お
け
る
選
挙
で
は
、
辻
が
五
票
だ
っ
た
の
に
対
し
て
中
村
が
二

票
で
、
上
京
区
長
増
田
正
を
挙
げ
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
22
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
二
月
十
四
・
十
六
・
十
七
日
付
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
八
九
二
年
二
月
十
四
日
付
な
ど
参
照
。

（
23
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
一
年
十
月
二
十
七
日
付
。

（
24
）　

そ
れ
以
外
に
も
、
浜
岡
と
中
村
は
一
八
八
一
年
に
府
会
議
員
と
な
る
な
ど
政
治
的
、
社
会
的
活
動
も
と
も
に
し
て
き
た
（
京
都
府
議
会
事
務

局
編
『
京
都
府
議
会
歴
代
議
員
録
』
京
都
府
議
会
、
一
九
六
一
年
な
ど
参
照
）。
前
掲
注
（
４
）「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」
参
照
。

（
25
）　

高
橋
真
一
編
著
『
京
都
商
工
会
議
所
史
』
京
都
府
商
工
経
済
会
、
一
九
四
四
年
、
一
〇
五
～
一
一
四
頁
参
照
。

（
26
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
〇
年
十
一
月
二
日
付
な
ど
参
照
。
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（
27
）　

前
掲
注
（
25
）
一
一
四
～
一
一
八
頁
参
照
。

（
28
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
一
年
四
月
二
十
三
日
付
。

（
29
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
一
年
四
月
二
十
五
日
付
。
京
都
実
業
共
会
は
本
国
寺
内
に
あ
り
、「
京
屋
為
吉
」
の
名
で
投
書
し
た
。
ま
た
、
京
都
商

工
協
会
は
の
ち
の
北
西
会
関
係
者
と
重
な
る
（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
三
年
一
月
二
十
二
日
付
）。

（
30
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
一
年
四
月
二
十
五
日
付
。

（
31
）　

前
掲
注
（
４
）「
都
市
祭
典
と
政
治
」
参
照
。

（
32
）　

こ
の
年
十
月
に
は
、
竹
村
藤
兵
衛
ら
が
中
心
と
な
っ
て
実
業
有
志
大
懇
親
会
が
計
画
さ
れ
た
が
、
実
際
に
開
催
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明

（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
一
年
十
月
二
十
七
日
付
）。

（
33
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
十
二
日
付
、
前
掲
注
（
４
）「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」
参
照
。

（
34
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
二
十
日
付
。

（
35
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
月
二
十
六
日
付
。

（
36
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
三
月
十
日
付
。

（
37
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
三
月
十
五
日
付
。
同
会
は
函
谷
鉾
町
の
町
会
議
所
に
事
務
所
を
置
き
、
町
や
町
組
に
基
盤
を
置
く
中
小
商
工
業

者
が
中
心
で
あ
っ
た
。

（
38
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
二
月
二
十
八
日
付
。

（
39
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
三
月
十
九
日
付
参
照
。
北
西
会
に
つ
い
て
も
前
掲
注
（
４
）「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」
参
照
。

（
40
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
三
月
二
十
三
日
・
四
月
二
十
二
日
・
五
月
二
十
六
～
二
十
八
日
・
六
月
二
十
三
・
二
十
八
日
な
ど
参
照
。
一
八

九
二
年
七
月
頃
か
ら
は
平
安
遷
都
紀
念
祭
と
か
ら
む
王
政
復
古
碑
の
建
設
や
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
へ
の
商
工
業
者
の
派
遣
を
め
ぐ
る
貿
易
商
と

の
対
立
、
一
八
九
三
年
に
入
る
と
葛
野
郡
西
京
村
の
市
域
編
入
な
ど
も
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
。
ま
た
、
同
系
列
の
京
都
商
工
協
会
は

私
立
銀
行
の
設
立
や
新
聞
の
発
行
を
検
討
す
る
（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
三
年
一
月
二
十
日
付
）。
こ
れ
は
、
旧
公
民
会
派
が
京
都
商
工
銀
行
や

『
日
出
新
聞
』
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
西
陣
貯
蓄
銀
行
は
設
立
の
過
程
で
松
木
や
山
田

な
ど
機
業
家
（
西
陣
派
）
と
矢
野
長
兵
衛
・
新
実
八
郎
兵
衛
・
吉
村
伊
兵
衛
ら
（
矢
野
派
）
と
の
対
立
を
生
み
、
松
木
ら
は
西
陣
織
関
係
者
の

み
に
よ
る
銀
行
設
立
を
目
指
す
。
松
木
ら
は
、
職
工
の
貯
蓄
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
資
金
を
織
物
業
者
へ
の
融
資
に
生
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か
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（『
日
出
新
聞
』
一
八
九
二
年
九
月
十
日
付
、
一
八
九
三
年
一
月
二
十
九
日
・
二
月
九
日
付
、
一
八
九
四
年
五
月
十

日
付
な
ど
）。
一
八
九
三
年
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
銀
行
設
立
の
動
き
は
、
京
都
商
工
銀
行
を
拠
点
と
す
る
地
方
特
恵
資
本
家
グ
ル
ー
プ
以
外

の
商
工
業
者
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
膳
半
兵
衛
（
平
兵
衛
の
誤
記
、
も
と
仁
三
郎
）・
上
田
勘
兵
衛
・
竹
花
嘉
兵
衛
ら
に
よ
る
京
都
貯
蔵

銀
行
と
京
都
銀
行
、
能
川
登
ら
に
よ
る
京
都
貿
易
銀
行
、
矢
野
長
蔵
（
長
兵
衛
の
子
）
ら
に
よ
る
西
陣
銀
行
、
西
村
仁
兵
衛
ら
に
よ
る
鴨
東
銀

行
、
松
木
安
次
郎
ら
に
よ
る
西
陣
貯
蓄
銀
行
、
阿
部
彦
太
郎
ら
に
よ
る
平
安
銀
行
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
一
九
〇
一
年
の
恐
慌
を
機
に
再

編
統
合
が
進
む
（
高
橋
真
一
『
京
都
金
融
史
』
高
橋
真
一
、
一
九
二
五
年
、
三
三
～
三
五
頁
、
平
井
瑗
吉
『
京
都
金
融
小
史
』
平
井
瑗
吉
、
一

九
三
八
年
、
二
六
～
三
〇
頁
な
ど
参
照
）。

（
41
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
三
年
一
月
十
七
日
付
な
ど
参
照
。

（
42
）　

佐
々
木
隆
『
藩
閥
政
府
と
立
憲
政
治
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
。

（
43
）　

前
掲
注
（
７
）
参
照
。
こ
こ
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
、
原
亮
三
郎
、
田
中
源
太
郎
、
外
山
脩
造
、
村
野
山
人
、
三
崎
亀
之
助

ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
44
）　

前
掲
注
（
42
）
二
三
九
頁
。

（
45
）　

前
掲
注
（
42
）
二
三
九
頁
。

（
46
）　

大
成
会
内
の
紛
議
と
そ
れ
に
対
す
る
京
都
選
出
議
員
の
動
向
に
つ
い
て
も
前
掲
注
（
４
）「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」
参
照
。

（
47
）　

前
掲
注
（
４
）「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」
参
照
。


